
















































関する国家政策： National Policy on Languages」という言語教育の基本政策
を発表した（以下「政策」と記す）。これはオーストラリア政府の委託を受け



































































































の基本原則を示した「Australian Language Levels Guidelines」（ALLガイドラ
イン）が発表され、さらにそれらをもとに、1990年代はじめ、初等・中等教育
レベルの ESL教育のフレームワークとして「National ESL Scales」「NLLIA
ESL Bandscales」が発表された。これらのフレームワークは、国の機関である
「オーストラリア国立国語・識字研究所（National Languages & Literacy Insti-








































please, lunch time? といった言葉を使い始める。いくつかの語を新しく組み































































































































































































































































































































「NLLIA ESL Bandscales」は1993年に書籍の形で発行されたもので、書名は ESL
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